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【家庭学習ノート】

家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

「家庭学習強化週間」と「家庭学習と授業の接続」取組の特徴

南相馬市立原町第二小学校

【取組の概要】

家庭学習の進め方について、学校と家庭で目的、内容、方法の共有化を図っている。

また 「家庭学習強化週間の設定 「個に応じた家庭学習の工夫 「家庭学習を授業に、 」、 」、

生かす取組」がなされている。

１ 取組① 協力・連携体制を築いています

（１）保護者への啓発

保護者会、学校評議員会等で「家庭学習スタン

ダード」を周知している。

また、学校独自で作成した「家庭学習の進め方

（ひばりっこのチャレンジ 」を各家庭に配付し、）

学校と家庭が家庭学習のポイントを共有し、児童

の自己マネジメント力の育成に取り組んでいる。

なお、家庭学習の充実に向けて、保護者と意見

を交換する機会も検討している。

【 ひばりっこのチャレンジ」の一部抜粋】「

（２ 「家庭学習強化週間」の設定）

月に一度「家庭学習強化週間」を実施し、児童に「目標」や「内容」を設定させ、

取組への自己評価をさせている。
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【 】家庭学習ノート

（３ 「学習の仕方」の配付）

各学年に応じた「学習

の仕方」を配付し、保護

者にも家庭学習の環境づ

くりに向けた協力を仰ぐ

ことで、学校、子ども、

家庭が一体となって家庭

学習の充実に向けた取組

をしている。

２ 取組② 家庭学習を授業に生かす指導をしています

（１）日課表

今年度より、個に応じた指導の充実を図るため、日課表の中に「ステップアップタ

イム」を設けている。水曜日と木曜日の朝の時間は、授業内容との関連のある家庭学

習に取り組んだ例を紹介したり、課題となっている学習内容の反復練習の場としたり

するなど、年間をとおして計画的に活用している。また、水曜日の５校時、６校時の

後にも位置付け、授業に関わる補充的・発展的な内容に取り組むだけでなく、家庭学

習の内容・方法についての指導も行っている。

（２）個に応じた家庭学習指導と授業との接続

高学年では、これまでの自主学習へ

の取組の実態をもとに、教師が児童へ

自主学習の内容について指導を行って

いる。算数科では、授業でできなかっ

た内容にもう一度取り組んでみるよう

な支援や 「授業中では思いつかなか、

った考えがあれば、それを書いてきて

」 、みたら？ といった声かけなどを行い

児童による新たな発見が生まれるよう

な自主学習となるよう支援をしている。一方で、定着に課題が見られる場合は、復習

を中心とした家庭学習となるよう支援をしている。

３ 取組③ 内容・方法を指導しています

保護者が学校を訪れる機会を利用して自

主学習ノートの展覧会を開催している。各

学年の児童のよい取組を紹介することで、

児童相互だけでなく保護者にもよりよい家

。庭学習のイメージをもつ機会となっている

なお、児童の素晴らしいノートを表彰し、

自主学習への意欲付けも行っている。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

「学習の手引き」と「ＩＣＴ」を活用した家庭学習の質の向上取組の特徴

新地町立尚英中学校

【取組の概要】

「家庭学習スタンダード」を基に、各教科で作成していた学習の仕方を見直し、新た

に「学習の手引き」を作成して、家庭学習の質の向上を図るとともに、ＩＣＴを活用し

家庭学習と授業をつなぐ実践を行っている。

１ 取組① 共通理解を図り指導しています

○ 「学習の手引き」を活用し

た家庭学習の質の向上

昨年度までは、学習の仕方に

ついて各教科に任せていたとこ

ろがあったが 「家庭学習スタン、

ダード」を基に、それらを見直

し「学習の手引き」を作成した。

年度当初に全校生に配付し、学

校全体で共通理解を図り、指導

を行っている。目的をしっかり

もって学習に取り組んだり、見

通しをもち、最後まで根気強く

学習したり、何がわかって、何

がわからないかをはっきりさせ

たりするなど、生徒自身がＲ－

ＰＤＣＡサイクルを実施できる

ように、継続的に指導を行って

いる。今後、より活用しやすい

「学習の手引き」になるように、

今年度１年間の取組を振り返り、

生徒の声も生かしながら、改善

をしていく予定である。
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２ 取組② 授業と家庭学習をつなげています

（１）ＩＣＴを活用した家庭学習の実践

。 、町内の学校全体でＩＣＴを活用した学びを展開している 授業での活用だけでなく

家庭学習においてもＩＣＴを活用した実践を行っている。家庭にパソコンやインター

Wi-Fiネット環境のない生徒には 「パソコン持帰り」として、パソコンやモバイル、

ルータの貸し出しも行って

おり、誰でも気軽にＩＣＴ

を活用した家庭学習ができ

る環境が整っている。様々

なソフトを使用して、生徒

が自主的に家庭学習に取り

組んだり、生徒が授業の動

画や板書の写真等を持ち帰

り、家庭で復習する試みも

始めたりしている。それに

より、生徒の家庭での学習

状況を学校のパソコンを利

用して担任や教科担当が把

握でき、個に応じた助言や

個別支援を行うことができ

ている。

（２）家庭学習と授業をつなぐ実践

教員は、それぞれの生徒 ＜家庭での学習状況と定着状況＞

の家庭での学習状況（い

、 ）つ 何時間学習したか等

や定着状況等について学

校のパソコンで確認する

ことができる。生徒の実

態を把握し、理解が不十

分である場合には、補充

学習を行うなど、家庭学

習と授業をつなぐ取組を

行っている。

＜ＩＣＴを活用した家庭学習の様子＞ ＜ｅライブラリを活用した補充学習の様子＞
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

「家庭学習の手引き」の見直しと「学習・生活習慣セルフチェック」の活用取組の特徴

いわき市立高坂小学校

【取組の概要】

子どもたちの家庭学習への取組から、学校の「学習の手引き」を見直し、生活や学習

の習慣を自ら振り返りながら、より良い生活に改善していこうとする自己マネジメント

力の育成に努めている。

１ 取組① 共通理解を図り指導します

○ 児童の実態に応じた「家庭学習の手引き」の作成

学校全体で確認した生活のきまり

や「学習の手引き」の改善を図って

いる。特に、高学年ブロックでは、

中学校への接続を視野に入れ 「漢、

字・計算ドリル学習の進め方」を配

布し、基本的な学習の仕方の徹底を

。 、 、図ってきた また 家庭に対しては

お便りだけではなく、授業参観等に

おいて、学年の取組について担当者

が説明し、協力を依頼している。さ

らに 「学習の進め方」による学習、

方法の徹底だけでなく、学習時間や

学習内容について予定を立て、子ども自らが生活を改善するできるように「学習・生

活習慣セルフチェック表」を作成している。

「学習の進め方」に加えて「生活習慣」をより意識化させることによって、目標とし

ていた「月曜日から金曜

日までの５日間で３００

分以上」の学習時間をほ

とんどの児童が確保でき

るようになり、目標をさ

らに高くもって取り組む

児童が増加した。
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２ 取組② 内容・方法を指導します

○ 予定確認表と学習・生活習慣セルフチェックの活用

家庭学習の習慣化のためには、子ども自らが翌週の生活スケジュールを立てること

。 、ができるようにすることが大切である 習い事など放課後の予定を記入させることで

「学習・生活習慣セルフチェック表」を作成させている。その際、就寝時刻・起床時

刻を記録し、生活習慣についても振り返ることができるようにしている。また、生活

習慣については、保護者が積極的に子どもと関わっている。午後９時から１０時まで

の間にほとんどの子どもたちが就寝し、睡眠時間が十分に確保され、生活のリズムが

身に付いてきている。

これらの取組を継続してきた結果、合計学習時間が増加しただけでなく、帰宅後の

時間や週末の時間の使い方について子ども自身が考えるようになり、自己マネジメン

ト力の育成につながっている。

【学習・生活習慣

】セルフチェック表

【児童の自学ノート例】

○保護者から

「１週間の放課後の予

定を考えて、学習を進

めていくということは、自

分の生活を自分で考え

ていくことにつながって

良い。」

「親も、宿題をどのくらい

の時間で終わらせたの

かが分かって良い。」

○保護者から

「最初のうちは、ドリル学

習を丁寧にやると１時間

では収まらなかった。月

曜から金曜まで３００分

（１日１時間）では少な

いかとも思ったが、子ど

もの家庭学習の姿を見

ると、時計を目の前にお

いて、集中して学習す

る姿に感心した。」



- 37 -

家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

キャリア教育を基盤とした学校経営に基づく家庭学習の取組取組の特徴

いわき市立中央台北中学校

【取組の概要】

キャリア教育を基盤とした学校経営を行っている。その一環として、各教科の授業と

家庭学習をつないだり、家庭生活と学校生活をつないだりするなどしてキャリア教育を

展開し、教育活動全体を通して家庭学習の充実に向けた取組を行っている。

１ 取組① 授業と家庭学習をつなげています

○ ＲＶＰＤＣＡサイクルによるマネジメント学習法

キャリア教育における４つの基礎的・汎用的能力である「人間関係形成・社会形成能

力 「自己理解・自己管理能力 「課題対応能力 「キャリアプランニング能力」をそれ」 」 」

ぞれ 「言葉で心でかかわる力 「自分を知り自ら動く力 「考えてやりとげる力 「見、 」 」 」

通す力」として自校化し、教育活動全体を通して基礎的・汎用的能力の育成に取り組ん

でいる。

「家庭学習スタンダード」におけるＲ－ＰＤＣＡサイクルのＰｌａｎに含まれる「目

標を立てる」ことをさらに強調するためにＶｉｓｉｏｎ（目標設定）を加えたＲＶＰＤ

ＣＡサイクルによるマネジメント学習法として 「自主学習マネージメントサイクルプ、

ラン」を示している。学びの主体は生徒であることから、学習の方法をどのように工夫

・改善すれば「目指す学力」に到達することができるかについて 「自主学習マネージ、

メトサイクルプラン」を基に、具体的に生徒に考えさせている。
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＜「ＲＶＰＤＣＡマネジメントサイクルシート」の一例＞

「自主学習マネージメントサイクルプラン」を

具現化するために「学力向上のためのＲＶＰＤＣ

Ａマネジメントサイクルシート」を作成し、活用

している。シートは、いくつかのバリエーション

があり、さらに生徒の実態に応じて教師がカスタ

マイズしている。生徒はシートを「家庭学習スタ

ンダード」に貼り付け、活用している。

生徒が「目指す学力」に到達するための改善策

を考える過程で、教師は、課題対応能力の向上を

意識しながら支援することを大切にしている。計

画立案は、教師からのアドバイスを受けることや

友人と情報交換することで、人間関係形成・社会

形成能力を高める活動となっている。また、シー

トに記入することで、自己理解・自己管理能力を

高め、継続性や習慣化につながるということを粘

り強く指導している。記入したシートや使用したノートを活用し、自らを振り返らせる

ことで課題対応能力を高め、キャリアプランニング能力の向上につなげるなど、学年主

任を中心に学年全体で指導している。

２ 取組② 協力・連携体制を築いています

○ 学校と家庭との連携

「学力向上マネジメントサイクルプラン （学力向上グランドデザイン）の中に、学」

校と家庭の役割について位置付けている。学校においては、学習習慣を身に付けたり、

学習意欲を高めたりするための働きかけについて、教師間で共通理解を図り、学校全体

で実践している。家庭においては、保護者が取り組めることについて、年間を通して保

護者会や学年便り等で周知し、家庭教育力の向上に努めている。また、校長座談会を開

催するなど、キャリア教育について保護者と共通理解が図られてきており、家庭教育や

ＰＴＡ活動にも基 ＜「学力向上マネジメントサイクルプラン」の一部＞

礎的・汎用的能力

を意識した取組が

たくさんみられる

。ようになっている


